
厚沢部町教育行政執行方針（令和５年度版）

教育

背景

Society5.0

教育行政推進の基本姿勢 豊かな道徳性と互助の精神で貢献できる人づくり

先行き不透明で
予測困難な社会 アフターコロナへ

仮想空間と現実空間を高度に
融合させたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決
を両立する、人間中心の社会

Volatility（変動制）
Uncertainty（不確実性）
Complexity（複雑性）
Ambiguity（曖昧性）の社会

VUCAと表現されるAIが台頭する 新しい生活様式から

学校の新しい生活様式が定着
しつつある中、５類扱いへと
変わった環境下での
「子供の学びと教育環境」

GIGAスクール

１人１台端末を使った

クラウドを活用したICTによ
る個別最適な学びと協働的学
びのベストミックスによる創
造性を育む学びの実現

超高齢社会

少子化と後期高齢者増加

人口の３分の１以上が高齢者
となるとともに出生数が１桁
になる可能性がある厚沢部町
の未来

町民の信頼と期待に応えられる教育行政

・小中一貫教育の更なる具体的検討（ソフト・ハード）

・「学び」の好循環と持続的発展の礎づくり

・個々の可能性を切り拓く教育機会の最大化

・緊密な学校教育と社会教育の融合（学社融合）

個別最適な学びと協働的な学びの相乗効果による

主体的・対話的で深い学びに向けた授業改革

多様性を尊重し、包摂性をもつ生涯学習社会の実現に向けた

地域との対話と故郷再発見学習の推進

国
道

町

「第４期教育振興基本計画」
「北海道教育推進計画」

「 厚 沢 部 町 教 育 大 綱 」

中１ギャップ・小４ビハインド・いじめ
小１プロブレム・SDGｓ・通級・不登校
ESD・落ちこぼれと浮きこぼれ・児童虐待
ヤングケアラー・インクルーシブ教育
ユニバーサルデザイン・心血管病教育等

様々な教育課題

学 校 教 育

社会をしなやかに
強くたくましく
生き抜く力の育成

豊かな人間性と
健やかな体を育む
教育

信頼される
学校づくりの推進

１ 確かな学力の育成

２ 特別支援教育の充実

３ 外国語コミュニケーション能力の向上

４ 道徳教育の充実

５ キャリア教育の推進と体験的学習の充実

６ いじめや不登校・児童虐待への対応

７ 健康教育の推進

８ 学校における働き方改革

９ 異校種間の連携・接続の推進

10 教職員の資質・能力の向上

11 学校における安全教育の充実

12 教育環境の整備・充実

青少年の健全育成

生涯学習基盤の強化

芸術文化活動の充実

生涯スポーツの振興

文化財の保存・整備

･･･授業改善や教育活動の質的向上、デジタル教材の有効活用、
資質・能力の向上 等

･･･インクルーシブ教育、ユニバーサルデザイン化の推進 等

･･･ALT活用、オンライン英語学習、デジタル
コンテンツ活用、英語でのグループ協議 等

･･･考え議論する道徳科の実践、人権教育 等

･･･キャリアパスポートのデジタル化 等

･･･予防と迅速な対応、関係諸機関連携 等

･･･体育専科指導、食育、自己管理能力育成、がん・心血管病教育 等

･･･ワークライフバランス充実、休日部活動地域移行 等

･･･デジタルポートフォリオ、合同修学旅行 等

･･･研修活動充実、計画的研修実施 等

･･･バス通学区域の見直し、１日防災学校の実施 等

･･･迅速な修繕、100年先を見据えたあり方検討 等

･･･家庭教育支援推進、体験活動や交流学習実施等

･･･異年齢・異業種間交流、読書環境充実改善等

･･･各種文化活動支援、町民文化祭の充実発展 等

･･･各種社会体育施設の維持管理、指導者育成 等

･･･伝統文化・史跡の維持管理、情報発信、館城跡の
発掘調査、学校と連携した郷土学習の実施等

心豊かに学び、厚沢部町の未来を拓く人を育む 社 会 教 育

地域に学び、地域を愛する力を育て、
地域力の基礎をつくる
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